
       

  
 
 
 

 

 

 

 

   12 月に入り県内で感染性胃腸炎の発生数が増加しています。 

福祉施設などから感染性胃腸炎（ﾉﾛｳｲﾙｽ等）の集団感染も報告されており、 

まん延防止のため、感染症予防対策の強化をお願いします。 

   施設の感染対策委員・責任者の方は、施設内で感染予防対策がとられているか、 

今一度現場を確認してください！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※ 感染症発生時には速やかな対応、連絡体制が 

とれるようにとれるように、感染症対策ﾏﾆｭｱﾙの 

再確認をしておきましょう。 

 

 

 

感染性胃腸炎流行の兆し 

あなたの施設の予防対策は万全ですか！！ 
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☆ 職員および利用者の手洗い・うがいについて 
□  トイレ・洗面所等の手洗い場に、せっけん・ペーパータオルは置かれているか。 
□ 介護者・利用者は、排泄後・食事・おやつの度に手洗いをしているか。 

 
☆ 汚物・吐物の処理について 

□ 汚物・吐物処理時は、マスク・手袋をしているか。 

□ 一ケアごとに手袋を交換しているか。 

□ オムツや汚染された布等は、そのまま放置せず、すぐに密封して処理しているか。 

□ 汚物・吐物処理後は、手洗い・消毒をしているか。 

□ 汚染された衣類や場所は塩素系消毒剤で消毒しているか。 

 
☆ それ以外で気をつけること  

□ 毎日、利用者・職員の健康状態を把握しているか。（下痢・嘔吐・発熱等） 

□ 下痢等の症状のある職員が、食事介助など食品を取り扱う業務を行っていないか。 

    （症状消失後も、２～３週間程度は便の中にウイルスが見つかることがあります。） 

□ 今冬の感染症流行に向け、施設内で、職員に対する感染症の研修会を行っているか。 
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※ ご意見、ご感想おまちしています。 

施設における 

感染予防対策の確認を！ 

＜出前講座します！＞ 
各施設が職員対象に行う研修につ

いて、当センターがお手伝いさせて
いただきます。（手洗いの方法、汚
物・吐物処理の方法、標準予防策に
ついて等々） 
 ご希望の方はご連絡ください。 


